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【研究活動の要約】 

 現在、世界全体で生産される食品の約 1／3が無駄になっており、大きな問題になっています。もと

もと食べられるのに捨てられた食品のことを食品ロスといいますが、日本でも毎年約 600 万トンの食

品ロスが発生しており、しかもその約半分は家庭で発生しています。 

 この研究は精華町の食品ロスを減らして、精華町のごみ問題と世界の食品ロス問題の解決に貢献する

ことを目指しています。3年計画の 3年目である今年度は、町内住民に対するアンケート調査を実施、

さらに 1年目、2年目の成果を踏まえて、精華町と協力して冷蔵庫整理に焦点を当てた食品ロス削減キ

ャンペーンを 3か月間実施、各種の啓発活動を行いました。また町内 1地区を研究対象に設定し、その

地区の全戸に訪問して調査兼キャンペーン周知活動を行いました。さらにキャンペーン前から燃やすご

み量を継続的に把握、またキャンペーン前後のアンケート調査とキャンペーン後のごみの調査により、

キャンペーンの実施効果を分析しました。また精華町と協力して 2つのイベントで食品の寄付を募るフ

ードドライブを実施し、フードドライブの今後の可能性について検討しました。 

【研究活動の成果】 

 過去 2年の研究成果に基づき、冷蔵庫整理に関する行動を推進する上記のキャンペーンを行ったとこ

ろ、研究対象地区の食品ロスは１人１日あたり約 2割削減したと推定されました。また食品ロスの割合

は、全戸に訪問調査兼キャンペーン周知活動を行った地区で燃やすごみの 13％、行っていない隣接地

区で 17％と差がみられました。ただし、11月初旬の訪問直後からしばらくは週初めのごみ量が特に増

加しており、週末の冷蔵庫整理で一時的にごみが増えたと思われました。しかし 12 月のアンケート結

果を見ると、8月の結果よりも、目線の位置に置く、冷蔵庫の奥まで見えるように整理する人が増えて

おり、キャンペーンの内容に沿った行動変化が見られました。こうしたことから冷蔵庫整理に焦点を当

てたキャンペーン、特に直接対面で伝える活動には、大きな食品ロス削減効果があることがわかりまし

た。フードドライブについては、福祉目的で参加する人も多く、寄付された食品は必ずしも食べる見込

みのない食品とは限らないことがわかりました。今後は福祉部局との連携が重要だと考えられました。 

【研究成果の還元】 

 上記で述べた精華町と共同で行った食品ロス削減キャンペーンは、平成 29・30年度の研究成果を広

報記事、全戸配布パンフレット、ポスター、チラシ、啓発グッズ等によって、広く精華町民にお知らせ

したものです。上記のキャンペーンの分析結果等については、次年度にパネル展示等により広くお知ら

せするとともに、精華町の食品ロス削減施策に活用される予定です。また京都府や他の自治体の方にも

情報提供しており、今後、より多くの自治体で活用いただけるように取り組みます。 

【お問い合わせ先】 生命環境科学研究科 環境配慮型生活学研究室 教授 山川 肇 

          Tel: 075-703-5431   E-mail: yamakawa@kpu.ac.jp 



参考（イメージ図、活動写真等） 

 

■ 全戸訪問調査時に配布したチラシ（左：表面、右：裏面） 

                 

                     ■燃やすごみ中の食品ロスの割合の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■1人 1日当たりの食品ロス排出量の変化 

■啓発グッズ（完成イメージ） 

マグネットクリップ 

戸別訪問では、上のチラシと啓発グ

ッズを配りながら、キャンペーンを

知っているか、３つの行動を普段し

ているか、調査しました。また３つ

の行動で大きく食品ロスが減らせ

ること、節約にもなることを伝えま

した。裏面には調理と冷蔵庫整理の

コツも掲載しました。その結果、左

のように食品ロスが減少しました。 



 


